
平成３０年度 呉羽高等学校アクションプラン  －４－ 

重 点 項 目        特別活動（学校行事の周知と委員会活動の活性化） 

重 点 課 題        
・学校行事の広報活動を充実させ、各行事の活動内容を校内外に発信するために、生徒会が中心と
なり、生徒や教職員との協力・連携を強める。 
・委員会活動の積極的な参加を促すと共に、活動内容を工夫し一層の活性化を図る。 

 

 

現 状        

 

 

・学校行事では生徒会が中心的な役割を果たし計画･運営をしている。また、多くの生徒が各行事

において意欲的に活動し、充実感をもって行事に取り組んでいる。広報活動を通してそれらの活

動をより広く生徒や教職員、保護者や地域に知ってもらうことで、より良い行事にすることがで

きるとともに一層生徒の興味・関心を高め、主体的な活動に繋がるのではないかと考える。 

・生徒会活動には各種委員会活動があり、現在８つの委員会が設置されている。執行部が中心とな

り、学校行事での係活動の他、委員会に応じた様々な活動を計画・運営している。しかし、生徒

は各委員会活動について、あまり関心が高くないように感じられる。今後、積極的に取り組み、

より活発な委員会活動になればと思われる。 

 

 

達 成 目 標 

① 学校行事の広報活動の回数 ② 委員会活動に積極的に取り組んだ生徒の割合 

 ｢生徒会たより｣発行  年５回以上 

 掲示板の更新     随時 

  ＨＰの更新      行事前後 

   

７０％以上 

       

方 策        

・生徒会や各行事の活動を、｢生徒会たより｣ 

や掲示板を活用し、日程や進行状況等を広く

生徒・教職員に知らせ活性化に繋げる。 

・保護者や地域に、ＨＰを通して学校行事に関

する情報や活動内容を行事の前後に発信す

る。  

・参加意識を高めるために具体的な計画を立て、生

徒議会･総会などで活動内容を伝える。 

・各委員会の活動状況を、掲示板を利用することで

学校全体で取り組む姿勢を促す。 

・ＨＲ活動などを通じ、生徒の自主性を生かした運

営を重視し指導する。 

（評価基準  Ａ：達成した  Ｂ：ほぼ達成した  Ｃ：現状維持  Ｄ：現状より悪くなった） 


